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〜第22回 ヒラメ〜〜第22回 ヒラメ〜

2 0 2 3 .  4 月〈  N o . 6 3 6  〉

　ヒラメはカレイ目ヒラメ科ヒラメ属の一種で、ヒラメ科は
国内では10種ほどもいて、最も食用として重要であるため
養殖も行われ、種苗の放流もされています。
　和名の「ひらめ」は諸説ありますが、「平たい魚(め)」が
語源。この魚の平らな姿に由来し、漢字も魚へんに平となっ
ています。
　カレイ類の多くが体の右側に両目が寄っているのに対し、
ヒラメは左右の眼が体の左側についてるのが特徴。このこ
とから「左ヒラメに右カレイ」と言われます。
　鳥取県の県魚に選ばれているヒラメ。砂丘海域の広がる
鳥取県では、小型底びき網や刺し網、一本釣りなどで、古
くからヒラメ漁が盛んに行われています。
　ヒラメは白身魚の刺身では最上とされ、もちろん味も最
上級。淡白な味わいながら、うま味があるのが特徴です。
　中でもヒレを動かす筋肉
「縁側(えんがわ)」は、脂の
のった歯応えのある部位で、
食通もうなる味わいです。そ
の透き通った身の美しさは比
類がなく、「タイやヒラメの舞
い踊り」などと、日本を代表
する高級魚として古くからもてはやされてきました。
設置時期　2012年５月
設置場所　さかいみなと銀座市場(中町)
寄 贈 者　㈲旭鉄工所・㈲山芳海産
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

　

(

一
社)

境
港
観
光
協
会(

結
城
豊
弘
会
長)

は
、
第
17
回
妖

怪
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
３
月
15
日
に
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
で
発
表
。
特
別
審
査
員
を
務
め
た
弘
兼
憲
史
さ
ん
が
選

ぶ
妖
怪
川
柳
大
賞
に
輝
い
た
の
は
「
ワ
ク
チ
ン
を 

打
ち
や

す
い
服 

子
泣
き
爺(

接
種
太
郎)
」
で
し
た
。

　
同
観
光
協
会
は
、
２
０
２

２
年
12
月
１
日
か
ら
２
０
２

３
年
１
月
31
日
ま
で
の
２
カ

月
間
、
第
17
回
妖
怪
川
柳
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

　
47
都
道
府
県
全
て
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
と
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
応
募

も
あ
り
、
２
７
３
５
句(

１

０
３
８
人)

が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
妖
怪

を
お
題
と
し
た
川
柳
を
全
国

か
ら
募
集
す
る
も
の
で
、
今

回
も
世
相
や
流
行
を
鮮
や
か

に
切
り
取
り
、
風
刺
を
利
か

せ
た
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
審
査
は
特
別
審
査
員
の
漫

画
家
・
弘
兼
憲
史
さ
ん
な
ど

の
選
考
委
員
が
行
い
、
一
般

の
部
で
は
「
弘
兼
憲
史
が
選

ぶ
妖
怪
川
柳
大
賞
」
を
含
む

入
賞
４
作
品
を
、
中
学
生
以

下
の
部
で
は
「
弘
兼
憲
史
が

選
ぶ
最
優
秀
賞
」
を
含
む
入

賞
４
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
川
柳
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
同
観
光
協
会(

☎
47
―

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
、
事
業
承
継
個
別
相
談

会
を
毎
月
１
回
、
第
３
木
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
事

業
承
継
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密

厳
守
。
前
日
ま
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
４
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
４
月
20
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

鬼太郎たちと妖怪川柳大賞を紹介する結城豊弘会長 Ⓒ水木プロ

３
８
８
０)

へ
。
ま
た
、
同

協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
境
港
観
光
ガ
イ
ド
」
で

検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
17
回
妖
怪
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
の
「
一
般
の
部
」
入
賞

作
品(

妖
怪
川
柳
大
賞
を
除

く)

と
「
中
学
生
以
下
の
部
」

入
賞
作
品
は
、
次
の
通
り
で

す
。

 

一
般
の
部 

入
賞
作
品

境
港
市
長
賞

脱
マ
ス
ク 

慌
て
ふ
た
め
く

口
裂
け
女(

ク
ス
ク
ス)

境
港
商
工
会
議
所
会
頭
賞

吸
血
鬼 

血
を
吸
う
時
も 

紙

ス
ト
ロ
ー(

三
匹
の
こ
う
も

り)夢
み
な
と
タ
ワ
ー
館
長
賞

死
神
が 

死
の
宣
告
を 

は
い

し
ん
だ(

く
だ
ま
き
ぎ
つ

ね)
 

中
学
生
以
下
の
部 

 

入
賞
作
品

弘
兼
憲
史
が
選
ぶ
最
優
秀
賞

告
ら
れ
て 

一
旦
ご
め
ん(
一

反
木
綿) 

白
い
旗(

Ｙ
ゆ

Ｕ
Ｕう

Ｋき

Ｉ 

１に
ぶ
ん
の
い
ち

／
２)

水
木
し
げ
る
記
念
館
館
長
賞 

ヤ
ッ
ホ
ー
に 

呼
子
応
え
る 

ブ
ラ
ボ
ー
と(

あ
お
い)

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会

会
長
賞

手
を
取
っ
て 

家
中
除
菌 

あ

か
な
め
と(

お
掃
除
プ
ロ)

米
子
空
港
利
用
促
進
懇
話
会

会
長
賞

手
洗
鬼 

コ
ロ
ナ
対
策 

お
手

の
も
の(

山
の
と
な
り
に
住

ん
で
る)

事
業
承
継
個
別
相
談
会

４
月
20
日
開
催

一般の部、中学生以下の部

妖 怪 川 柳
コンテスト 各賞の紹介

子泣き爺　Ⓒ水木プロ

ワ
ク
チ
ン
を 

打
ち
や
す
い
服 

子
泣
き
爺

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

第17回

妖怪川柳大賞
最優秀賞

特別審査員

弘兼憲史 講評

中 学 生
以下の部

　
第
17
回
妖
怪
川
柳
大
賞
で

特
別
審
査
員
を
務
め
た
弘
兼

氏
の
「
妖
怪
川
柳
大
賞
」
と

「
中
学
生
以
下
の
部
最
優
秀

賞
」
へ
の
講
評
は
、
次
の
通

り
で
す
。

妖
怪
川
柳
大
賞

　
子
泣
き
爺
は
腹
か
け
を
し
、

蓑
を
羽
織
っ
て
い
ま
す
。
蓑

を
ぱ
っ
と
外
せ
ば
二
の
腕
が

あ
ら
わ
に
な
り
、
非
常
に
注

射
が
打
ち
や
す
く
な
る
と
い

う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
面
白
い
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
句
を
大

賞
に
し
ま
し
た
。

中
学
生
以
下
の
部
最
優
秀
賞

　
一
旦
ご
め
ん
は
、
一
反
木

綿
に
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
反
木
綿
の
存
在
そ
の
も
の

が
白
い
旗
で
あ
る
と
い
う
非

常
に
う
ま
い
句
で
す
。

　
入
賞
作
品
な
ど
へ
の
弘
兼

氏
の
講
評
は
、
同
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の

動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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ち
ょ
っ
と拝 見

郷
土
の
味・い
た
だ
き
の
普
及
に
力

１
０
０
年
フ
ー
ド
に
認
定

こめや産業

　

文
化
庁
が
地
域
に
根
付
く
食
文
化
を
「
１
０
０
年
フ
ー

ド
」
と
名
付
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
制
度
を
創
設
。
鳥
取
県
か
ら

「
い
た
だ
き(

の
の
こ
め
し)
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
ち
ょ
っ
と
拝
見
は
、
い
た
だ
き
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
㈲
こ

め
や
産
業(

外
江
町
、
浜
田
貴
年
社
長)

を
紹
介
し
ま
す
。

　
文
化
庁
は
、
２
０
２
１

(

令
和
３)

年
に
１
０
０
年

フ
ー
ド
の
制
度
を
創
設
。

　
同
制
度
は
、
我
が
国
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
に
根
差
し

た
多
様
な
食
文
化
の
中
で
、

歴
史
性
の
あ
る
も
の
と
、
比

較
的
新
し
く
て
も
、
世
代
を

超
え
て
受
け
継
が
れ
、
長
く

地
域
で
愛
さ
れ
て
き
た
食
文

化
を
「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」

と
名
づ
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
登
録
認
定
を
受
け
た
地
域

の
関
係
者
や
自
治
体
が
１
０

０
年
続
く
食
文
化
を
継
承
す

る
こ
と
を
宣
言
し
、
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
文
化
庁
が
後

押
し
し
ま
す
。

　
い
た
だ
き
は
、
明
治
中
期

か
ら
鳥
取
県
西
部
地
域
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
料
理
。

油
揚
げ
に
米
や
野
菜
を
詰
め

て
だ
し
汁
で
炊
き
上
げ
た
も

の
で
す
。

　
２
０
２
２(

令
和
４)
年
に

米
子
い
た
だ
き
が
い
な
隊

(

松
原
毅
会
長)

の
申
請
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
め
や

産
業
は
、
こ
の
認
定
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
主
力
商
品
・
い
た
だ
き
が

１
０
０
年
フ
ー
ド
の
認
定
マ

ー
ク
を
取
得
し
た
こ
と
を
契

機
に
同
社
は
、
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
く
予
定
。
同
時

に
い
た
だ
き
の
レ
シ
ピ
を
公

いただきを手にする浜田貴年社長

　(

地
独)

鳥
取
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー(

髙
橋
紀
子
理

事
長)

と
鳥
取
県
信
用
保
証

協
会(

野
川
聡
会
長)

は
、
包

括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
先
ず
、
中
小

企
業
な
ど
が
抱
え
る
技
術
的

な
課
題
に
対
す
る
解
決
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
同
信
用

保
証
協
会
の
「
メ
ソ
ッ
ド
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
に
、

新
た
に
「
技
術
解
決
支
援
コ

ー
ス
」
を
創
設
し
、
同
セ
ン

タ
ー
の
研
究
員
を
専
門
家
と

し
て
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
同
セ
ン
タ
ー
が

企
業
の
研
究
、
試
作
か
ら
商

品
・
製
品
化
ま
で
の
技
術
支

　
同
社
は
１
９
８
５(

昭
和

60)

年
に
設
立
し
、
警
備
を

中
心
と
し
て
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
徐
々

に
取
り
扱
い
業
務
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
の
業
務

は
工
場
や
事
務
所
な
ど
の
警

備
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
や
、
屋
外
広
告
看
板

の
点
検
、
消
防
設
備
、
電
気

工
事
の
設
計
・
施
工
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
事
業
が
拡
大
し
た
こ
と
で

人
と
物
が
増
え
、
手
狭
に
な

っ
た
こ
と
と
、
建
物
が
老
朽

化
し
た
こ
と
か
ら
、
社
屋
を

建
て
替
え
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　「
労
働
環
境
を
良
く
し
て
、

　

大
同
警
備
保
障
㈲(

米

子
市
富
益
町
、
舩ふ

な

田た

正
一

社
長)

の
新
社
屋
が
完
成

し
、
昨
年
12
月
に
米
子
市

河
崎
か
ら
事
務
所
を
移
転
。

今
回
の
「
会
員
の
今
」
は
、

同
社
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
や
、
採
用
活
動
に
も
つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
」
と
話
す
舩
田
社

長
。

　
社
員
の
健
康
向
上
の
た
め

に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
器
具
を
設

置
し
た
ほ
か
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

設
置
や
、
社
員
の
万
一

に
備
え
た
社
屋
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
お

客
さ
ん
が
直
接
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
監
視
カ

メ
ラ
や
警
備
機
器
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
車
場
に
は

国
道
９
号
線
の
寸
法
を
採
っ

た
ラ
イ
ン
を
引
き
、
実
際
に

交
通
誘
導
の
練
習
が
で
き
る

場
所
を
確
保
し
ま
し
た
。
常

設
の
も
の
は
、
県
内
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
舩
田
社
長
は
「
い
き
な
り新社屋の前に立つ舩田正一社長

新社屋に移転
ー 大同警備保障 ー

会員の今 63境　港
商議所

開
す
る
な
ど
、
普
及
活
動
も

展
開
し
ま
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
で
は
、
い

た
だ
き
の
ほ
か
に
「
大
山
お

こ
わ
」
も
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
同
社
は
、
い
た
だ
き
と

大
山
お
こ
わ
を
詰
め
合
わ
せ

た
「
１
０
０
年
フ
ー
ド
セ
ッ

ト
」
を
発
売
し
、
全
国
展
開

に
乗
り
出
す
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
島
根
県
で
認
定

を
受
け
た
「
清
水
羊
羹
」
や

「
茶
菓
子
文
化
」
な
ど
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
浜
田
社
長
は
「
い
た
だ
き

は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ

う
な
と
き
に
、
も
て
な
し
の

料
理
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
食
べ
た
ら
、
故
郷

を
思
い
出
す
、
そ
ん
な
食
べ

物
と
し
て
広
が
っ
て
い
け
ば

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
６
６
２
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
場
に
出
て
車
を
止
め
る

の
は
怖
い
も
の
で
す
。
以

前
か
ら
練
習
で
き
る
場
所

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
警
備
員
不
足
は
、
公
共

工
事
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ

と
も
あ
る
な
ど
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
社
会
貢
献
に
興
味

が
あ
り
、
安
全
に
関
わ
る

仕
事
が
し
た
い
人
は
、
交

通
誘
導
の
無
料
体
験
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」
と
舩
田
社

長
は
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

30
―
２
７
０
１)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

技術面での企業課題解決を支援

産業技術センター
信 用 保 証 協 会連携協定

援
を
行
っ
た
場
合
、
同
協
会

は
必
要
に
応
じ
て
、
新
事
業

立
ち
上
げ
に
向
け
た
事
業
計

画
策
定
な
ど
の
経
営
支
援
や

必
要
な
設
備
資
金
に
対
す
る

金
融
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
メ
ソ
ッ
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
は
、
同
協
会
の
職

員
が
中
小
企
業
な
ど
を
訪
問

す
る
こ
と
で
確
認
し
た
経
営

課
題
に
つ
い
て
、
中
小
企
業

診
断
士
を
始
め
と
し
た
適
切

な
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
専
門
家
を
派
遣
す

る
事
業
で
す
。

　
専
門
家
の
派
遣
に
係
る
費

用
は
原
則
無
料
で
、
創
業
や

経
営
改
善
な
ど
に
お
け
る
事

業
計
画
の
作
成
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会
企
業

支
援
統
括
課(

☎
０
８
５
７

―
26
―
６
６
３
１)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥 取 県

成
長
と
分
配
の
好
循
環
実
現
へ

価
格
適
正
化
支
援
策
を
充
実

　
鳥
取
県
は
「
成
長
と
分
配

の
好
循
環
」
の
実
現
に
向
け
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
普
及
拡
大
を
図
り
、
取

引
価
格
の
適
正
化
や
構
造
的

賃
上
げ
を
可
能
と
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
た
び
、「
価
格
適
正

化
の
推
進
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.pref.

tottori.lg.jp/309573.
htm

、
二
次
元
コ
ー
ド
参
照)

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
埼
玉
県
と
連
携

し
、
価
格
交
渉
を
す
る
際
に

活
用
で
き
る
「
価
格
交
渉
支

援
ツ
ー
ル
」(

同
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載)

の
情
報
提
供

を
開
始
。
同
ツ
ー
ル
は
、
企

業
間
で
取
引
さ
れ
る
様
々
な

原
材
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

の
推
移
と
増
減
を
エ
ク
セ
ル

で
簡
易
に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
価
格
交
渉
を
行
う
際
に
、

取
引
先
に
対
し
て
客
観
的
な

情
報
を
示
す
た
め
に
活
用
す

る
こ
と
を
想
定
。
原
材
料
価

格
や
人
件
費
は
、
日
本
銀
行

や
厚
生
労
働
省
の
調
査
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
お
り
、
正
確

性
の
あ
る
情
報
を
提
示
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
県
商
工
政
策

課(

☎
０
８
５
７
―
26
―
７

６
０
２)

に
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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おかげさまで創立100周年を迎えました

今後とも境港支店を

よろしくお願いいたします

境支店

商売のことなら
何でもご相談ください!
商売のことなら

何でもご相談ください!

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

も
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
専

門
員
が
助
言
や
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
当
セ
ン
タ
ー(

☎
30
―

３
１
６
１)

ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

専
門
的
な
知
識
で
サ
ポ
ー
ト

実
例
編 

パ
ー
ト
①

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

５
類
引
き
下
げ
の
予
定
も

あ
り
、
鳥
取
県
内
で
も
徐

々
に
国
際
的
な
往
来
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
は

台
湾
・
韓
国
の
チ
ャ
ー
タ

ー
便
が
運
航
し
、
境
港こ

う

に

は
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
が
本

年
中
に
26
回
寄
港
す
る
予

　

(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
・
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
海

外
展
開
の
支
援
策
な
ど
を
伝
え
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回

か
ら
境
港
近
隣
企
業
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

定
で
あ
り
、
国
際
的
な
人
流

の
本
格
的
な
再
開
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
カ
月
、
当
セ
ン
タ

ー
で
も
、
県
内
企
業
か
ら
海

外
渡
航
を
前
提
と
し
た
海
外

展
開
活
動
の
相
談
が
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
点
で
も
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
活
発
化
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、こ
の「
海

外
展
開
の
す
す
め
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
境
港
近
隣
企
業

の
海
外
展
開
事
例
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
、
海
外
展
開
へ
の

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
な
内
容
も
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
当
セ
ン
タ
ー
は
、
県

内
企
業
様
向
け
の
海
外
展
開

支
援
を
本
年
度
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
支
援
内
容
は
▽
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

対
応
▽
海
外
現

地
商
談
の
同
行

支
援
▽
海
外
バ

イ
ヤ
ー
と
の
Ｗ

ｅ
ｂ
商
談
・
現

地
販
売
会
の
実

施
▽
海
外
展
示

会
な
ど
の
出
展

▽
各
種
補
助
金

な
ど
の
支
援
▽

海
外
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
―
な
ど
で
す
。

　
ま
た
本
年
度

は
、
従
来
の
環
日
本
海
地
域

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
欧
米

な
ど
、
広
い
地
域
で
の
販
路

拡
大
の
可
能
性
を
探
る
調
査

な
ど
の
事
業
も
行
い
ま
す
。

　
海
外
展
開
に
初
め
て
取
り

組
ま
れ
る
企
業
様
で
あ
っ
て

　

１
９
７
１(

昭
和
46)

年
に
創
業
。
２
０
０
２(

平
成
14)

年

に
米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋(

米
子
市
西
福
原)

に
カ
フ
ェ
・

ド
・
キ
タ
ガ
ワ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
㈲
喜
多
川(

米
子
市
新
開
、

水み
ず

富と
み

江え

社
長)

。
同
店
の
「
喜
多
川
」
と
い
う
名
前
の
由
来

は
、
松
江
藩
の
城
主
に
水
社
長
の
先
祖
が
食
事
を
提
供
し
た

際
、
そ
の
接
遇
に
満
足
し
た
城
主
か
ら
、
姓
を
喜
多
川
と
改

め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
先
祖
か
ら
お
も

て
な
し
の
遺
伝
子
を
受
け
継
ぎ
、
珈
琲
の
挽ひ

き
売
り
や
喫
茶

店
を
営
業
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
同
社
の
水
康や

す

徳の
り

専
務
に

カ
フ
ェ
・
ド
・
キ
タ
ガ
ワ
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆様に愛される珈琲を提供
― 喜多川 ―

体験レポート体験レポート おもてなしの遺伝子受け継ぐ

　
同
店
の
珈
琲
豆
は
、
創
業

当
初
か
ら
こ
だ
わ
り
の
「
熱

風
式
」
で
焙
煎
さ
れ
て
い
ま

す
。
熱
風
で
豆
に
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
熱
を
加
え
る

こ
と
で
、
豆
の
芯
ま
で
熱
が

通
り
、
均
一
に
焙
煎
さ
れ
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

熱
風
式
で
焙
煎
さ
れ
た
同
店

の
珈
琲
は
、
香
り
が
深
く
、

柔
ら
か
い
味
わ
い
が
楽
し
め

る
珈
琲
で
す
。

　
同
店
で
は
、
様
々
な
種
類

の
珈
琲
が
味
わ
え
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
オ
ス
ス
メ
が

「
キ
タ
ガ
ワ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
レ
ン
ド
」。
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
国
か
ら
輸
入

し
た
生
豆
を
そ
れ
ぞ
れ
の
豆

の
特
長
を
活
か
す
よ
う
に
焙

煎
し
、
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま

す
。「
１
杯
で
世
界
の
味
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
作
ら
れ
た
一
品
で

す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
「
知

財
無
料
相
談
会
」
を
毎
月
1

回
、
第
２
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
知
的
所
有
権
に
つ
い
て
の

調
査
や
特
許
、
商
標
、
意
匠

な
ど
、
様
々
な
相
談
に
専
門

の
相
談
員
が
応
じ
ま
す(

秘

密
厳
守)
。

　
以
前
、
イ
オ
ン
日
吉
津
店

に
出
店
し
て
い
た
際
に
、
そ

こ
だ
け
の
非
売
品
と
し
て
提

供
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

美
味
し
さ
か
ら
、
ぜ
ひ
販
売

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
殺

到
し
、
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
客

様
に
愛
さ
れ
る
珈
琲
づ
く
り

を
続
け
て
き
た
同
店
だ
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
至
高
の
一
品

な
の
で
す
。

　
同
店
で
は
、
白
バ
ラ
牛
乳

や
大
山
こ
む
ぎ
な
ど
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
ワ
ッ
フ
ル

を
提
供
。
観
光
客
や
地
元
に

帰
省
し
た
お
客
様
に
、
鳥
取

な
ら
で
は
の
地
元
素
材
を
楽

し
め
る
よ
う
な
デ
ザ
ー
ト
づ

く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
水
専
務
は
「
多
く
の
人
に

美
味
し
い
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
真
ん
中
の
味
を
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
も
多
く
の
人

に
喜
多
川
の
珈
琲
を
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
も
て

な
し
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
店
は
、
珈
琲
や
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
、
飲
み
物
の
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
も
落
ち
着
き
、

会
議
や
集
ま
り
な
ど
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機

会
に
、
利
用
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
35

―
６
１
６
８)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
相
談
会
４
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
12
日
㈬
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
財
総
合
支
援
窓
口
か
ら

派
遣)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

知
財
無
料
相
談
会

４
月
12
日
開
催

同店の珈琲を紹介する水康徳専務

２０２３年度 雇用保険料率のご案内
　2023年度の雇用保険料率について、保険料引き
上げの法律が国会で成立しました。2023年4月1日
から2024年3月31日までの雇用保険料率は、次の
通りです。なお、労災保険料率は変更ありません｡

一 般 の 事 業

農林水産・清酒
製 造 の 事 業

建 設 の 事 業

①労働者負担

5/1,000

6/1,000

6/1,000

8.5/1,000

9.5/1,000

10.5/1,000

13.5/1,000

15.5/1,000

16.5/1,000

②事業主負担 ①+②
雇用保険料率

改　正　前　2022年度(2022年.10.1～)雇用保険料

一 般 の 事 業

農林水産・清酒
製 造 の 事 業

建 設 の 事 業

①労働者負担

6/1,000

7/1,000

7/1,000

9.5/1,000

10.5/1,000

11.5/1,000

15.5/1,000

17.5/1,000

18.5/1,000

②事業主負担 ①+②
雇用保険料率

改　正　後　2023年度雇用保険料

頼
も
し
い
同
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
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代表取締役社長

〒684ｰ0004 鳥取県境港市昭和町12番地8－4
TEL 0859ｰ44ｰ0626　  FAX 0859ｰ44ｰ0696

岩  崎  誠  司

日本通運株式会社のグループ会社である当社は、グループのホールディングス体制移行に合わせ、2022年１月１日に
グループブランド「NX」の展開の一環として、『境港物流株式会社』から『NX境港物流株式会社』へ社名変更しました。

ＴＥＬ(0859)44－3531(代)　ＦＡＸ(0859)44－3386

日本海の新鮮なカニを独自の

製法でバラエティー豊かに

境港市昭和町12－26 ＴＥＬ(0859)44－3531(代)　ＦＡＸ(0859)44－3386
日本海冷凍魚(株)日本海冷凍魚(株)

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
中
浦

食
品
㈱(

松
江
市
、
鷦さ

さ
き鷯
順じ

ゅ
ん

社
長)

の
境
港
工
場(

竹
内
団
地)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
山
陰
両
県
を

中
心
に
、
土
産
品
の
製
造
、

卸
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
社
は
、
ど
じ
ょ
う
掬す

く

い
ま
ん
じ
ゅ
う
を
中
心
に

菓
子
を
製
造
し
て
い
ま
す

が
、
境
港
工
場
で
は
、
す
る

め
糀
漬
や
宍
道
湖
産
し
じ
み

の
レ
ト
ル
ト
商
品
と
い
っ
た

海
産
物
を
製
造
。
販
売
の
中

心
は
、
同
工
場
に
隣
接
す
る

大
漁
市
場
な
か
う
ら
で
す
。

　
数
あ
る
商
品
の
中
で
最
近

は
、
シ
ー
フ
ー
ド
チ
ッ
プ
ス

に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

主
に
境
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ

た
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
、
え
び
、

い
わ
し
、
い
か
な
ど
の
素
材

そ
の
ま
ま
を
約
２
３
０
度
の

温
度
で
、
１
㌧
程
度
の
圧
力

を
か
け
て
チ
ッ
プ
ス
に
し
た

も
の
で
す
。

　
無
添
加
で
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
ま
す
。
同
店
で
実
演
販

売
も
展
開
中
。
境
港
市
内
の

学
校
給
食
に
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ニ
や
の
ど
ぐ
ろ

な
ど
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご

飯
の
素
、
え
び
ト
ロ
し
ゅ
う

ま
い
、
か
に
ト
ロ
し
ゅ
う
ま

い
な
ど
も
売
れ
筋
商
品
で
す
。

　
同
社
の
渡
部
直
哉
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
地
元
の
素

材
を
使
っ
た
土
産
品
を
大
漁

市
場
な
か
う
ら
に
置
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
店
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

45
―
７
５
０
０)
、
ま
た

は
大
漁
市
場
な
か
う
ら

(

☎
45
―
１
６
０
０)

へ
。

ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

「
大
漁
市
場
な
か
う

ら
」
で
検
索)

も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

境港発商品

発見

中
浦
食
品

シ
ー
フ
ー
ド

チ
ッ
プ
ス

　
ま
た
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

購
入
も
実
施
。
堀
田
石
油
は

鳥
取
県
日
南
町
有
林
の
Ｊ
ク

レ
ジ
ッ
ト
１
０
０
㌧(

88
万

円)

を
、
松
江
石
油
は
出
雲

市
有
林
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
３
０

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
個

別
経
営
相
談
会
を
毎
月
1
回
、

第
２
火
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。

　
同
相
談
会
４
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
11
日
㈫
　
午
後

１
時
～
４
時(
開
催
日
の
２

日
前
ま
で
に
電
話
で
の
予
約

が
必
要)

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー(

当
日
は
１
人
体
制
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
分

野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
チ
ー

ム
体
制
で
対
応
し
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

０
㌧(

54
万
円)

を
購
入
し

ま
し
た
。

　
両
事
業
は
「
新
会
社
ウ
ミ

ラ
イ
と
し
て
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
脱
炭
素
社
会
に
対

す
る
取
り
組
み
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
の

思
い
で
実
施
し
た
も
の
。

　
堀
田
石
油
は
、
２
０
１
９

(

令
和
元)

年
に
松
江
石
油

を
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
両
社
が
単
独

で
経
営
を
続
け
る
予
定
で
し

た
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動

き
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

少
子
・
高
齢
化
の
加
速
な
ど

が
山
積
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
を
維
持
し
な
が
ら
、
変

化
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

大
き
な
力
を
つ
け
て
立
ち
向

か
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

合
併
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
ウ
ミ
ラ
イ
は
、
直
営
、
関

ふるさと納税贈呈式に参加した皆さん＝境港市長室

連
会
社
、
販
売
店
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
47
カ
所
を
含
む

全
施
設
77
カ
所
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ス
タ
ン
ド
に
併
設
す
る

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
、

新
し
い
分
野
も
手
掛
け
ま
す
。

　
飯
盛
副
社
長
は
「
長
い
間
、

こ
の
地
域
で
商
売
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
う

も
の
と
し
て
の
責
務
を
果
た

シ
ー
フ
ー
ド
チ
ッ
プ
ス
を
紹
介
す
る
渡
部
直
哉
さ
ん

堀田石油と松江石油が合併

新会社｢ウミライ｣３月スタート新会社｢ウミライ｣３月スタート新会社｢ウミライ｣３月スタート
両社が企業版ふるさと納税とＪクレジットを実施

　

堀
田
石
油
㈱
と
松
江
石
油
㈱
が
合
併
し
て
、
こ
と
し
３
月

に
㈱
ウ
ミ
ラ
イ(

弥
生
町
、
堀
田
收
社
長)

が
発
足
。
両
社
は

単
独
会
社
と
し
て
最
後
の
決
算
期
と
な
る
こ
と
し
２
月
期
に
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
堀
田
石
油
は
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
２
月
に
、

松
江
市
へ
１
０
０
万
円
を
寄

付
。
同
市
は
、
人
材
教
育
に

つ
な
が
る
事
業
に
使
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
松
江

石
油
は
２
月
に
、

境
港
市
へ
１
０

０
万
円
を
寄
付
。

３
月
７
日
、
同

社
の
飯い

さ
が
り
ま
さ
る

盛
勝
・

前
社
長(

現
・

ウ
ミ
ラ
イ
副
社

長)

が
境
港
市

長
室
で
、
伊
達

憲
太
郎
・
境
港

市
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

市
は
、
子
育
て

環
境
づ
く
り
事

業
に
役
立
て
る

予
定
で
す
。

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
２
１
５
５)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
は
、
予
断
を
許
さ

な
い
物
価
高
騰
の
克
服
に
向

け
た
事
業
者
支
援
策
を
延
長

し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
円

安
・
物
価
高
騰
対
策
支
援
補

助
金
の
３
次
募
集
を
行
い
ま

す
。
同
補
助
金
は
、
省
エ
ネ

や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
効
率

化
、
新
事
業
展
開
な
ど
の
前

向
き
な
投
資
を
支
援
す
る
も

の
。
申
請
期
間
は
、
４
月
７

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
同
補
助
金
は
売
り
上
げ
、

ま
た
は
粗
利
が
10
㌫
以
上
減

少
し
て
い
る
場
合
に
は
、
補

助
金
の
上
限
は
１
５
０
万
円

で
、
補
助
率
は
２
分
の
１
で

す
。
ま
た
、
売
り
上
げ
が
10

㌫
以
上
減
少
し
、
か
つ
粗
利

が
30
㌫
以
上
落
ち
て
い
る
場

合
は
特
別
枠
と
し
て
、
補
助

金
の
上
限
を
２
０
０
万
円
と

し
、
補
助
率
は
３
分
の
２
に

な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
商
工

政
策
課(

☎
０
８
５
７
―
26

―
７
８
５
５)

ま
で
。

　
一
方
、
団
体
向
け
の
補
助

金
と
し
て
、
円
安
・
物
価
高

騰
対
策
グ
ル
ー
プ
補
助
金
も

あ
り
ま
す
。
企
業
や
業
界
団

体
な
ど
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
物
価
高
騰
対

策
を
支
援
す
る
も
の
で
、
上

限
が
５
０
０
万
円
で
、
補
助

率
は
４
分
の
３
で
す
。
申
請

期
限
が
６
月
末
ま
で
延
長
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
企
業

支
援
課(

☎
０
８
５
７
―
26

―
７
４
５
３)

へ
。

　
ま
た
、
事
業
所
内
最
低
賃

金
を
一
定
額
以
上
引
き
上
げ

る
事
業
者
に
対
し
、
生
産
性

向
上
に
役
立
つ
設
備
投
資
な

ど
を
支
援
す
る
賃
金
ア
ッ
プ

環
境
整
備
応
援
補
助
金
の
申

請
期
限
も
延
長
さ
れ
て
６
月

末
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
雇
用

政
策
課(

☎
０
８
５
７
―
26

―
７
８
９
０)

へ
。
い
ず
れ

も
、
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
と
り
ネ
ッ
ト
」
で
検
索)

に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

物価高克服に向けた支援

補助金の申請制限を延長
ー 鳥 取 県 ー

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

個
別
経
営
相
談
会

４
月
11
日
開
催

4
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水木しげるロード全妖怪図鑑を手にする三輪陽通
CEO（左）と小林隆志館長　　　　　　Ⓒ水木プロ

全
妖
怪
図
鑑
を
寄
贈

全
妖
怪
図
鑑
を
寄
贈

県
内
図
書
館
な
ど
に
１
０
２
冊
三光ホール
ディングス

水
木
し
げ
る

ロ
　ー
　ド

　
環
境
総
合
事
業
な
ど
を
手

掛
け
る
三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱(

昭
和
町
、
三
輪
陽は

る

通み
ち

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ)
は

こ
の
た
び
、
鳥
取
県
立
図
書

館(

鳥
取
市
尚
徳
町
、
小
林

隆
志
館
長)

に
「
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
全
妖
怪
図
鑑
」
１

０
２
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を

通
し
た
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
特
産
品
を
使
っ
た

料
理
動
画
を
制
作
・
公
開
し
、

地
元
の
魅
力
発
信
を
展
開
中

で
す
。
ま
た
、
周
辺
観
光
施

設
と
の
連
携
を
始
め
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
連
携
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
新
企
画
と
な
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
動
画
は
「
東
出
雲
お

ち
ら
と
村
」
と
の
連
携
企
画
。

お
ち
ら
と
村
は
、
松
江
市
東

出
雲
町
上
意
東
地
区
に
あ
る

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
た

め
の
施
設
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
東
出
雲
町
の

特
産
品
「
干
し
柿
」
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
動

画
を
撮
影
し
ま
し
た
。
現
在

編
集
中
で
、
４

月
中
旬
に
公
開

す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ー
ツ
の

ア
イ
デ
ア
と
動

画
内
で
の
調
理

の
手
ほ
ど
き
は
、

境
港
市
内
の
洋

菓
子
店
・
カ
プ

リ
シ
ュ
ー
ズ

(

上
道
町)

の
渡

邉
沙
緒
里
店
長

が
担
当
し
ま
し

た
。

　
動
画
に
は
、
同
観
光
協
会

の
職
員
と
と
も
に
、
境
高
校

の
生
徒
さ
ん
も
出
演
。
境
高

校
で
行
わ
れ
て
い
る
総
合
的

な
探
求
の
時
間
「
境
考
学
」

を
通
し
て
、
知
り
合
っ
た
生

徒
さ
ん
に
出
演
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　「
地
元
の
若
者
に
、
観
光

協
会
の
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
地
元
へ
の
興

味
と
愛
着
、
そ
し
て
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
」
と
同
観
光
協
会
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
は
、
こ
う
し

た
企
画
を
通
し
、
様
々
な
連

携
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
で
、

多
様
な
企
画
を
実
行
し
、
境

港
を
始
め
、
圏
域
全
体
の
誘

客
を
念
頭
に
活
動
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

― 境港観光協会 ―

特産物の料理動画で魅力発信
東出雲おちらと村と連携

は
、
妖
怪
文
化
継
承
、
魅
力

発
信
な
ど
を
目
指
し
て
「
地

域
文
化
振
興
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
と
し
50
周
年
を
迎
え
る

同
社
は
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
事
業
に
協
賛
。

同
書
を
購
入
し
て
、
県
立
図

書
館
に
贈
り
、
県
立
図
書
館

を
通
じ
て
、
県
内
す
べ
て
の

公
立
図
書
館
や
国
立
国
会
図

書
館
、
国
立
公
文
書
館
な
ど

に
届
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

　
境
港
市
民
図
書
館(

上
道

町)

で
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で

は
、
三
輪
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
「
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
で
の
新
た
な

発
見
に
役
立
つ
本
と
し
て
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ

スイーツづくりの動画を撮影中の皆さん

い
さ
つ
し
、
小
林
館
長
に
同

書
を
贈
呈
。

　
小
林
館
長
は
「
た
く
さ
ん

の
図
書
を
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
県
立
図
書
館

に
い
た
だ
い
た
３
冊
の
う
ち

1
冊
は
永
久
保
存
と
し
、
あ

と
は
郷
土
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

ま
で
。

　
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(

事
務
局
＝
境
港
観
光
協
会)

は
、
４
年
振
り
と
な
る
境
台

場
公
園
桜
ま
つ
り
を
行
い
ま

す
。

　
同
桜
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
31
日
㈮
～
４
月

９
日
㈰

会
場
　
境
台
場
公
園(

境
港

市
花
町)

内
容
　
▽
ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ(

期
間
中
の
午
後
６

時
～
９
時)

▽
境
港
灯
台
開

放(

期
間
中
の
午
前
10
時
～

午
後
４
時)

▽
昭
花
ク
ラ
ブ

作
品
展(

期
間
中
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
場
所
＝
境

港
灯
台)

▽
昭
花
ク
ラ
ブ
バ

ザ
ー(

期
間
中)

▽
境
港
さ

つ
き
川
柳
会
作
品
展
示(

期

間
中
、
場
所
＝
境
台
場
公
園

内)

▽
イ
ベ
ン
ト(

開
催
日
＝
４

月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
、
場
所

＝
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
中

庭
、
入
場
無
料)

※
今
回
は

公
園
内
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置

せ
ず
、
海
と
く
ら
し
の
史
料

館
中
庭
で
行
い
ま
す
。

　
境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
桜
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局(

☎

47
―
３
８
８
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境台場公園桜まつり
境港灯台の開放も

イベントは４月８日・９日

し
き
ゅ
うｃａ
ｆｅ

婦
人
科
の
悩
み
に
医
師
が
回
答
鳥大医学部
附 属 病 院

４
月
９
日

　
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病

院
女
性
診
療
科
は
４
月
９
日
、

米
子
市
立
図
書
館(

米
子
市

中
町)

で
、
ど
な
た
で
も
参

加
可
能
・
参
加
費
無
料
の
イ

ベ
ン
ト
「
し
き
ゅ
う
ｃ
ａ
ｆ

ｅ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
４
月
９
日
が
子
宮
頸
が
ん

を
予
防
す
る
日
と
し
て
記
念

日
登
録
さ
れ
て
い
る
「
子
宮

の
日
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
カ
フ
ェ
の
開
催
を
決
め
た

も
の
。

　
当
日
は
、
子
宮
頸
が
ん
や

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
、
婦

人
科
に
関
す
る
悩
み
や
質
問

に
産
婦
人
科
医
師
が
無
料
で

応
え
ま
す
。

　
同
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
９
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
米
子
市
立
図
書
館
・

多
目
的
研
修
室

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
同
病
院
女
性
診
療
科

(

☎
38
―
６
６
４
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い(

個

別
の
相
談
に
は
お
応
え
で
き

ま
せ
ん)

。

　海とくらしの史料館で行うイベントのあらま
しは、次の通りです。
４月８日㈯
内容 ●午後１時30分～１時45分＝トランポ・

ロビックス(ＮＰＯ法人ウルトラスポー
ツクラブ)

　　 ●午後２時～２時30分＝踊り(外江公民
館踊りクラブ)

　　 ●午後２時45分～３時45分＝バンド演
奏(ＴＳＶバンド)

４月９日㈰
内容 ●午前10時～10時30分＝ゴスペル(歌)

(ゴスペルオーブ)
　　 ●午前11時～11時10分＝大漁こども太

鼓
　　 ●午後３時～３時30分＝唄と踊りの競

演(境さんこ節保存会)
　　 ●午後３時45分～４時45分＝バンド演

奏(港ベンチャーズ)
※プログラムは、天候などで変更になること
があります。
　詳しくは、桜まつり実行委員会事務局(☎
47－３８８０)まで。

イベントのご案内5



 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥
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企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日

　
本
年
５
月
19
日
か
ら
21
日

ま
で
の
３
日
間
、
広
島
県
内

で
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
を
安
全
に
開
催

す
る
た
め
に
、
鳥
取
県
警
察

も
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
境
港
警
察
署
は
▽
不

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
警
備

理
解
と
協
力
を

境港警察署

　

境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会(

前
橋
知
之
会
長)

は
３
月
15
日
、
２
０
２
３
年
度
総
会
を
開
催
。
４
年
ぶ
り
と

な
る
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
開
催
を
始
め
と
す
る
事
業
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。

待
望
の
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

　
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
は
、
６
月

中
旬
に
境
港
水
産
物
地
方
卸

売
市
場
２
号
上
屋
の
周
辺
で

行
う
予
定
で
す
。
同
ま
つ
り

は
、
境
港
を
代
表
す
る
海
の

恵
み
で
あ
る
天
然
本
マ
グ
ロ

に
感
謝
し
、
天
然
か
つ
生
の

美
味
し
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
マ
グ
ロ
に
関
係

す
る
生
産
者
・
荷
受
・
仲
買

業
者
な
ど
が
一
体
と
な
り
、

開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
た
め
、
３
年

間
は
中
止
。
４
年
ぶ
り
、
10

回
目
と
な
る
今
回
は
マ
グ
ロ

解
体
シ
ョ
ー
や
マ
グ
ロ
料
理

提
供
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
協
議
会
の
今
年
度
方
針

　
同
協
議
会
は
、
資
源
管
理

の
推
進
と
境
港
天
然
本
マ
グ

ロ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
両
輪
と
し

て
「
天
然
・
生
・
日
本
海
・

資
源
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
地

元
で
の
食
育
活
動
な
ど
、
一

層
の
知
名
度
向
上
と
消
費
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

以
外
の
主
な
事
業
計
画
は
、

次
の
通
り
で
す
。

① 

境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
の

関
西
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
　
鳥
取

県
関
西
本
部
の
仲
介
で
、
マ

グ
ロ
初
水
揚
げ
の
日
の
午
後

に
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄

本
店
や
阪
神
百
貨
店
梅
田
本

店
な
ど
で
、
初
販
売
と
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
う

② 

境
港
天
然
本

マ
グ
ロ
食
育
事
業

子
ど
も
た
ち
の
食

へ
の
興
味
・
関
心
、

感
謝
の
気
持
を
育

む
た
め
、
境
港
市

と
の
共
催
で
市
内

保
育
所
や
幼
稚
園

を
対
象
に
境
港
天

然
本
マ
グ
ロ
を
活

用
し
た
食
育
事
業

に
取
り
組
む

③ 

境
港
総
合
技
術
高
校
で

の
マ
グ
ロ
講
義
と
実
習
　
地

元
水
産
業
の
現
状
、
課
題
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
と

実
習
を
実
施
。
マ
グ
ロ
１
本

を
提
供
し
、
解
体
か
ら
料
理

ま
で
を
指
導

④ 

県
外
Ｐ
Ｒ
活
動
　
県
外

の
消
費
地
に
お
い
て
、
天
然

・
生
の
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
消
費
拡

大
の
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
対
策
緩
和
な
ど

に
伴
い
、
徐
々
に
境
港
か
ら

の
Ｐ
Ｒ
隊
派
遣
を
増
や
し
て

い
く
予
定

⑤ 

地
元
で
の
Ｐ
Ｒ
事
業 

境

港
水
産
ま
つ
り
を
始
め
と
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
マ
グ

ロ
解
体
シ
ョ
ー
の
実
施
な
ど

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

境
港
水
産
振
興
協
会

内
・
☎
44
―
６
６
６
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
多
種
多
様
な
魚
種
の
水
揚

げ
を
誇
る
日
本
有
数
の
漁
港
、

境
港
。
中
で
も
生
の
本
マ
グ

ロ
の
水
揚
げ
は
全
国
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
今
や
マ
グ
ロ

は
境
港
の
夏
の
風
物
詩
と
な

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
番
外
編
と
し
て
、
境
港
天
然
本

マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会(

前
橋
知
之
会
長)

の
「
ま
ぐ
ろ
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協

ま
ぐ
ろ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
境
港
産
本
マ
グ
ロ
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
た

「
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ

推
進
協
議
会
」。

　「
天
然
・
生
・
日
本
海
・

資
源
管
理
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
食
育
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
通
し
て
県
内
外
に
境
港

の
本
マ
グ
ロ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
一
つ
が

「
ま
ぐ
ろ
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」

で
す
。
同
協
議
会
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
背
中
に
大
き
く
、
左

胸
に
は
小
さ
く
プ
リ
ン
ト
し

て
あ
り
ま
す
。

　
同
協
議
会
が
主
催
す
る

「
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
」
の

第
１
回(

２
０
１
２
年
開

催)

か
ら
販
売
を
開
始
。
水

産
関
係
者
の
み

な
ら
ず
、
広
く

市
民
に
愛
用
さ

れ
、
境
港
の
夏

の
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
速
乾･

吸
汗

性
に
優
れ
、
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
効
果
の
あ
る
ド
ラ

イ
メ
ッ
シ
ュ
の
生
地
は
、
さ

ら
っ
と
し
た
風
合
い
で
夏
に

嬉
し
い
着
心
地
。

　
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
豊
富
で
全
33
色
あ
り
、
色

違
い
で
何
色
も
揃
え
た
く
な

る
よ
う
な
一
品
で
す
。
サ
イ

ズ
も
豊
富
で
Ｓ
Ｓ
か
ら
５
Ｌ

ま
で
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
天
然
本

マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会
事

務
局(

☎
44
―
６
６
６
８)

ま
で
。

審
な
人
が
い
る
▽
不
審
な
車

が
停
め
ら
れ
て
い
る
▽
不
審

な
物
を
発
見
し
た
―
こ
ん
な

と
き
は
、
１
１
０
番
に
通
報

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
開
催
期
間
前
後(

５

月
18
日
～
５
月
22
日)

に
か
け

て
は
、
各
国
首
脳
を
始
め
と

し
た
多
く
の
人
々
が
安
全
で

円
滑
な
移
動
を
す
る
た
め
、

大
規
模
な
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
期
間
中
、
鳥
取
県
内
か
ら

広
島
県
内
へ
移
動
す
る
場
合

は
、
大
幅
な
交
通
規
制
や
渋

滞
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
警
察
署
は
マ
イ
カ
ー
利
用

を
避
け
る
な
ど
、
交
通
総
量

の
抑
制
に
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県内外へのＰＲ活動や食育事業など実施

まぐろ感謝祭 ４年ぶりに開催
2023年度事業計画 境港天然本マグロＰＲ推進協

４月６日㈭ 　　　午後 産業医

４月10日㈪ 午前　　　　　　　

４月13日㈭ 午前・午後 産業医

４月17日㈪ 　　　午後 産業医

４月20日㈭ 　　　午後 産業医

４月27日㈭ 　　　午後 産業医

産業医
(精神科医)

まぐろ感謝祭の目玉企画、迫力満点のマグロ解体ショー

境港総合技術高校でのマグロの講義と実習

ポロシャツで境港の本マグロをPR
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

プレミアム　ドラレコ型新発売 !
360°撮影可能＆駐車監視機能付き

◎事故緊急自動通報サービス　◎車外持ち出し機能　等々

山本博敏税理士事務所
税 理 士 山　本　博　敏

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX 0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp
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境　港

№106

青色申告会

青色申告会の元気企業

アメリカンでイタリアンな店

　
サ
ク
ラ
の
便
り
と
と
も
に

新
し
い
活
動
年
度
が
始
ま
り

ま
す
。
気
持
ち
も
新
た
に
、

こ
の
１
年
の
計
画
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

【事業所のあらまし】
事業所名	 Pasta＆Pizza RUMBLE
代 表 者	 中居 平（なかい・たいら）
住 所	 境港市渡町372-2
事業内容	 飲食店(パスタ・ピザ)
定 休 日	 火曜日、第３月曜日
営業時間	 11:00～14:00、17:30～22:00
T E L	 0859-21-2772

　
パ
ス
タ
と
ピ
ザ
の
店
、
ラ

ン
ブ
ル
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

市
内
で
は
珍
し
い
イ
タ
リ
ア

ン
の
店
で
す
。

　
四
国
出
身
の
オ
ー
ナ
ー
・

中
居
平
さ
ん
は
、
大
阪
で
の

修
行
で
腕
を
磨
き
、
奥
様
の

出
身
地
で
あ
る
当
地
で
開
店

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
お
客
様
に
恵
ま
れ

て
、
今
年
で
15
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
パ
ス
タ
と

ピ
ザ
を
併
せ
て
約
40
種
類
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
種
類
を
並
べ
ら

れ
る
と
、
何
を
注
文
す
れ
ば

い
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
自
分
の
好
み
を
伝
え

る
か
、
全
て
お
任
せ
に
す
れ

ば
、
中
居
オ
ー
ナ
ー
が
最
適

の
一
品
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
誕
生
日
コ

ー
ス
、
パ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
ラ
ン
ブ
ル
に
足
を

運
ん
だ
お
客
さ
ん
は
「
ア
レ

ッ
何
か
違
う
」
と
思
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
イ
タ
リ
ア
ン
を

楽
し
も
う
と
入
っ
た
ら
、
そ

こ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
の
雰
囲

気
が
ム
ン
ム
ン
と
し
て
い
ま

す
か
ら
！
　

　
店
内
正
面
に
ド
ン
ッ
と
鎮

座
し
て
い
る
昔
懐
か
し
い
ジ

ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス(

残
念
な

が
ら
音
は
出
ま
せ
ん)

。
そ

の
辺
り
に
転
が
っ
て
い
そ
う

な(

失
礼)

、
テ
ー
ブ
ル
と
カ

ラ
フ
ル
な
椅
子
。

　
ラ
ン
ブ
ル
は
普
段
着
で
、

仕
事
着
で
、
シ
ン
グ
ル
で
、

カ
ッ
プ
ル
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
、
グ
ル
ー
プ
で
気
軽
に
食

事
を
楽
し
む
店
で
す
。
お
洒

落
を
し
た
り
、
着
飾
っ
た
り

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ア
メ
リ
カ
ン
な
雰
囲
気
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
客
様
の
中
に

は
、
地
元
金
融
機
関
勤
務
を

経
て
、
今
や
全
国
区
に
な
っ

て
い
る
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ

髭
男
ｄ
ｉ
ｓ
ｍ
の
藤
原
聡
さ

ん
が
、
常
連
さ
ん
と
一
緒
に

来
店
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　「
こ
う
し
て
常
連
さ
ん
が

た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
連
れ

て
来
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
」
と
中
居
オ
ー
ナ
ー
。
　

　
ラ
ン
ブ
ル
に
は
秘
密（
？
）

の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
10
人

程
度
の
宴
会
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
最
適
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

料
理
は
お
任
せ
で
、
飲
み
放

題
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
ン
で
イ
タ
リ
ア

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ㉔

「偽の警告」にご用心

　私の両親は健在なのですが、家の中の良く
見える場所に防犯カレンダーが掛けてありま
す。
　最近でも特殊詐欺事件のニュースがワイド
ショーをにぎわせていましたが、そういう事
件に巻き込まれないように、正しい知識を身
に付けることが大事ですね。
　毎日見ていると、知らず知らずのうちに覚
えてしまい、これはいいものだと感心してい
ます。
　ところで、NHKの「首都圏ナビ」で放送し
ていた「STOP詐欺被害！」の記事が気になり
ました。「『パソコンがウイルスに感染した』
という画面に注意」というものです。
　私も経験があります。サイトに入った途端、
いきなり、ピーピーと結構な音量で警告音が
鳴り、画面に「パソコンがウイルスに感染し
ました。MacAfee 直ぐにサービスセンター
に電話をおかけください」と有名なウイルス
対策ソフト名の入った警告がパソコンに映し
出されました。
　かなり慌てましたが、もう一台のパソコン
で「ウイルスに感染 警告」と検索したところ、
対処法が記載してあったので、その通りにし
たら簡単に治りました。
　そこで、少しでも被害にあわないために覚
えておいてもらいたいのが「詐欺サイトの
『偽の警告』の見分け方」です。
①「ウイルスに感染しています」「システムが
損傷しています」「トロイの木馬に感染しまし
た」などの表示が出る②大きな音(警告音のよ
うな)が流れて、有料アプリの登録画面に誘
導したり、サポートセンターに電話するよう
に促す－この様な画面などが出た場合は偽サ
イトです。
　基本的にはパソコンを再起動(電源を切る)
したり、履歴を削除すると治るのですが、念
のため対応を検索して対処してください。
　理不尽な被害にあわず、安全な毎日を送れ
ますように。

　　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵
　　　　佐々木 隆成

ー RUMBLE ー
（ランブル）

楽
し
く
有
意
義
な
会
合
を

女
性
部
だ
よ
り

北

RUMBLE

●
コスモス

●
コスモス

●
トライアル

●
トライアル

●
ファミリー
マート

●
ファミリー
マート

美
保
通
信
所

　
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式(

イ
ン
ボ
イ
ス
方

式)

が
本
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
消
費
税

の
課
税
事
業
者
し
か
発
行
で

き
ま
せ
ん
。
免
税
事
業
者
が

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
を
受
け
、
課

税
事
業
者
に
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
そ
の
場
合
、
基
準
期
間

(

２
年
前)

の
課
税
売
上
高

が
１
０
０
０
万
円
以
下
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

本
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２

６(

令
和
８)

年
９
月
30
日
ま

で
の
日
の
属
す
る
課
税
期
間

(

個
人
事
業
主
の
場
合
は
２

０
２
６
年
12
月
31
日
ま
で)

で
、
納
付
税
額
を
売
上
税
額

の
２
割
と
す
る
特
例(

２
割

特
例)

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
業
で
、

課
税
売
上
７
０
０
万
円(

税

抜)

、
課
税
仕
入(

税
抜)

が
１

５
０
万
円
の
場
合
の
納
付
税

額
は
表
①
の
通
り
で
、
税
額

に
大
き
な
差
が
出
て
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
特
例
は
簡

易
課
税
制
度
を
適
用
し
た
場

合
の
事
業
区
分
が
第
３
種
事

業(

み
な
し
仕
入
率
70
㌫)

か
ら
第
６
種
事
業(

み
な
し

仕
入
率
40
㌫)

で
あ
れ
ば
負

担
軽
減
と
な
り
ま
す
が
、
第

１
種
事
業(

卸
売
業
＝
み
な

し
仕
入
率
90
㌫)

の
場
合
は
、

逆
に
税
負
担
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
特
例
は
事
前

の
届
け
出
が
不
要
で
あ
り
、

事
業
区
分
に
関
係
な
く
申
告

時
に
選
択
可
能
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
M

インボイス制度④

税務・会計
一口メモ

ン
！

　
ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
Y

　
色
々
な
物
の
値
上
げ
が
続

く
こ
の
時
期
、
健
康
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
料
率
も
３

月
分(

４
月
納
付)

か
ら
４
・

91
㌫
と
０
・
91
㌫
に
変
わ
り

ま
す
。
給
料
計
算
の
際
に
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
は
、
遠
出
を
す
る

の
も
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
な

が
ら
で
し
た
が
、
５
月
か
ら

は
そ
う
し
た
気
持
ち
が
少
し

は
和
ら
ぐ
こ
と
を
期
待
し
、

行
動
範
囲
を
広
げ
て
引
き
こ

も
り
生
活
の
解
消
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
会
女
性
部
も
、

ス
ト
レ
ス
な
く
活
動
が
で
き

る
今
年
度
は
、
皆
様
と
楽
し

く
有
意
義
な
会
合
を
、
情
報

交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ア
イ

デ
ア
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
I

メニューを説明する中居平オーナー

●本則課税の場合
　700万円×10㌫－150万円×10㌫＝55万円
●簡易課税(第５種)の場合
　700万円×10㌫－700万円×10㌫×50㌫＝35万円
●２割特例の場合
　700万円×10㌫×20㌫＝14万円

表①



【堀田本社】 〒684-0002 鳥取県境港市弥生町 206
【松江支社】 〒690-0001 島根県松江市東朝日町 136 番地 2

TEL:0859-42-2155
TEL:0852-23-1881

「村上水産　米子鬼太郎空港店」OPEN!!

☆営業時間 10：30 ～ 21：00
（オーダーストップ20：30）※途中、休憩あり 
☆電話番号 0859-30-2016

空港で飛行機を見ながら一杯！

鳥取の海の幸を中心に定食、丼物、おつ

まみなど、各種取り揃えています♪

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

4
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
は
、

５
月
７
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
動
物
オ
ブ

ジ
ェ
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン

す
べ
り
台
や
巨
大
迷
路
、
遊

具
も
あ
り
、
見
て
、
遊
ん
で
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

迫
力
満
点
の
動
物
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
時
間
＝
午

後
４
時
30
分)

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル料
金
　
３
歳
以
上
＝
３
０
０

円(

３
歳
未
満
無
料)

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

　
前
回
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
遠
藤
商
店(

上
道
町)

の

『
地
元
鮮
魚
の
干
物
』
は
天

日
と
〇
〇
〇
〇
に
あ
て
る
、

昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
っ
て

い
ま
す
。
〇
〇
〇
〇
に
当
て

は
ま
る
文
字
は
何
で
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
②
の
「
自
然
な
風
」
で
し

た
。

正解と当選者

　
先
日
、
あ
る
会
合
で
耳
寄

り
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
有
効
な
商
品
が

あ
る
と
い
う
の
で
す
。
あ
る

会
社
の
の
ど
飴
な
ど
に
含
ま

れ
る
殺
菌
成
分
「
Ｃ
Ｐ
Ｃ

(

セ
チ
ル
ピ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
塩

化
物
水
和
物)

」
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
効
果
の
あ
る
こ

と
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
大
学
へ

の
委
託
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
は
、

細
菌
の
脂
質
二
重
膜
で
構
成

さ
れ
る
細
胞
膜
を
破
壊
す
る

こ
と
で
殺
菌
作
用
を
示
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
脂
質
二
重
膜
の
構
造
の
た

め
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
こ
と

で
不
活
性
化
す
る
と
考
え
ら

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
仲

元
清
美(

竹
内
町)

▽
松
谷
真

一(

大
正
町)

▽
善
波
修
二(

外

江
町)

▽
安
達
千
春(

福
定

町)

▽
足
立
恵
子(

上
道
町)

賞
品
　
地
元
鮮
魚
の
干
物
セ

ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
遠
藤
商
店

(

上
道
町)

れ
る
そ
う
で
す
。
同
社
の
ほ

か
に
も
、
歯
磨
き
粉
や
う
が

い
薬
、
殺
菌
ス
プ
レ
ー
な
ど
、

Ｃ
Ｐ
Ｃ
配
合
の
商
品
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
染
し
な
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
商
品
を
日
常
的
に

使
う
こ
と
で
し
っ
か
り
予
防

に
努
め
よ
う
と
、
強
く
思
い

ま
し
た
。

ペ
ン
を
置
い
て

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　境港天然本マグロPR推進協議会(昭和町)

4月7日㈮(当日消印有効)

境港天然本マグロＰＲ推進協議会の「まぐろ
ＰＲポロシャツ」は、さらっとした風合いで夏
に嬉しい着心地です。さて、その生地は次のど
れでしょう。（ヒントは６ページ）

賞品  「まぐろＰＲポロシャツ」ＭまたはＬサイズ　各３名様
　　　　 (いずれか、希望のサイズを選べます。ただし、色の指定は
　　　　　できません。ご了承ください)

① ドライメッシュ
② ドライアイス
③ ドライフルーツ

8

【事業所のあらまし】
代 表 者 	渡部真弓(わたなべ・まゆみ)
所 在 地	 境港市大正町215
	 みなとさかい交流館１階
T E L	 0859-44-3161
営業時間　9：00～18：00※臨時休業あり
休 業 日	 土・日曜日、祝日、年末年始
事業内容	 旅行業(国内・海外)、
	 航空代理業、保険代理業

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…当社は、島根県東部を中心に電車や
バス、百貨店、ホテルなどを展開する「一畑グループ」の
旅行部門という位置づけで、1955(昭和30)年に創業しま
した。境港営業所は、1978(昭和53)年に松ヶ枝町に新設。
現在の大正町には2015(平成27)年８月に移転しました。
そのほか、松江市、出雲市、隠岐の島町にそれぞれ営業
所があり、当営業所は鳥取県内の拠点にもなっています。
○おすすめポイントは？…お客様の楽しみでもある「旅
行」を感じていただくため、季節感あふれる店舗づくり
を心がけています。個人のお客様はもちろん、学校や企
業、行政のお客様に対し、旅行の企画提案から当日の添
乗業務まで、お客様の「楽しく、安全・安心の旅」をサポ
ートします！
○お客様は？…当営業所は、境港市唯一の旅行会社です。
地域の皆さんをはじめ、米子市や近隣の島根県のお客様
にも多くご来店いただき感謝しています。個人やグルー
プ、団体や職場での旅行など、幅広くご利用いただいて
います。
○今後の事業展開（展望）？…新型コロナの感染症対策が緩
和され「旅行熱」が高まってきました。ことし２月頃から
は、各企業から親睦旅行の依頼が相次いでいます。当社
は、関係機関にご協力いただきながら、変わらず感染防
止に努めて、皆さんの旅を支えます。ことしは境夢みな
とターミナルに26回のクルーズ客船が寄港予定です。今
後は、境港から乗船できる旅行商品にもご期待ください。
○一言PR！…４月以降の「全国旅行割」の延長についても
気軽にお問い合わせください。添乗業務に携わることも
多いのですが、お客さまが笑顔で、観光やお食事、お買
い物を楽しんでいらっしゃる姿を見ると、とてもうれし
く感じます。思い出に残る旅となるよう全力でお手伝い
します！ 

事業内容を話す渡部真弓所長

交流館の1階にある境港営業所
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